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一�、薬剤師は国から付託された資格に基づき、医薬品の製造、
調剤、供給において、その固有の任務を遂行することにより、
医療水準の向上に資することを本領とする。

一�、薬剤師は広く薬事衛生をつかさどる専門職としてその職能
を発揮し、国民の健康増進に寄与する社会的責務を担う。

一�、薬剤師はその業務が人の生命健康にかかわることに深く思
いを致し、絶えず薬学、医学の成果を吸収して、人類の福祉
に貢献するよう努める。

（昭和48年10月　日本薬剤師会制定）

薬 剤 師 綱 領
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ご 挨 拶

第59回北陸信越薬剤師大会・第52回北陸信越薬剤師学術大会の開催にあたり、歓迎の
ご挨拶を申し上げます。

さて、元号が「平成」から「令和」に変わり、初めての大会が福井県で開催されること
となりました。平成の30年余りを懐かしみ、令和への希望や期待など、様々な思いを抱
きながら、時代の節目にふさわしい大会となるよう、鋭意準備をすすめてまいりました。

本大会のテーマは「令和元年。扉を開こう　～先人の業績を尊び、さらに未来へ挑戦す
る～」といたしました。薬剤師を取り巻く環境は、門前からかかりつけへ、そして地域へ
と軸足がシフトし、地域包括ケアシステムの推進やかかりつけ薬剤師・薬局の導入により、
対物業務から対人業務へと変化しています。我々薬剤師は、患者に寄り添い、地域全体を
見つめ直し、より充実した医療・介護の提供につなげることが使命であり、今一度、諸先
輩方のすばらしい業績を尊び、それらを発展させながら次世代にはぐくんでいく必要があ
ります。新たな幕開けとして、より良い時代が切り開かれることを願っております。

1日目のシンポジウムでは、「各県における地域医療への取り組み状況」をテーマに多
職種連携やかかりつけ薬局などに関連した内容で、各県での薬剤師の活躍状況の発表およ
び意見交換が行われます。また、特別講演では、福井大学医学部附属病院 救急科総合診
療部教授の林寛之先生に「薬局での救急トリアージ Tips & Pitfalls」と題してご講演い
ただくこととしています。

2日目の学術大会では、口頭発表29題、ポスター発表28題の計57題の発表を予定して
います。薬剤師の仲間たちの成果を確認し、共に学び、議論する有意義な時間となれば幸
甚です。

大会で多くを学んだ後は、福井県の歴史や文化にも触れていただければと存じます。福
井県立恐竜博物館や東尋坊、戦国武将朝倉氏遺跡などの観光地や海と山の幸に恵まれたお
いしい食材を是非ご堪能ください。

終わりに、本大会を開催するにあたり、福井県、福井市、公益社団法人日本薬剤師会な
らびにご協賛いただきました企業様のご支援、ご厚情に心より感謝申し上げ、ご挨拶とい
たします。

福井県薬剤師会会長
　　大会会長　角　野　雅　之
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9月22日（日）

14:00〜15:00 開会式 コンベンションホール15:10〜16:40 シンポジウム
16:50〜17:50 特別講演 国際ホール
18:00〜20:00 懇親会 コンベンションホール
20:15〜21:30 ブロック女性薬剤師会会議 国際ホール

9月23日（月・祝）   9:00〜12:00 口頭発表（第1会場） コンベンションホール
  9:00〜12:00 口頭発表（第2会場） 国際ホール

2F

B1F

9月22日（日） 16:50〜17:50 特別講演（サテライト会場） 会議室A&B

9月23日（月・祝）
  9:00〜12:00 口頭発表（第3会場） 会議室A&B
  9:00〜12:00 ポスター発表（第4会場） 会議室D
  9:00〜12:00 ポスター発表（第5会場） 会議室E
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1　開会のことば	 福井県薬剤師会副会長	 中　静　美　紀

2　薬剤師綱領唱和	 福井県薬剤師会副会長	 高　嶋　孝次郎

3　大会会長挨拶	 北陸信越薬剤師大会会長
福井県薬剤師会会長 	 角　野　雅　之

4　来賓祝辞

5　来賓紹介

6　大会宣言採択	 福井県薬剤師会専務理事	 平　賀　貴　志

7　北陸信越薬剤師会賞表彰式

8　次回開催県薬会長挨拶	 長野県薬剤師会会長	 日　野　寛　明

9　閉会のことば	 福井県薬剤師会常務理事	 岩　﨑　満　子

❖第 59 回北陸信越薬剤師大会次第

福井商工会議所　地下1階　コンベンションホール
令和元年9月22日（日）　14：00～15：00
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第59回北陸信越薬剤師大会
令和元年度 北陸信越薬剤師会賞 受賞者

長　﨑　昭　夫　（71歳）［長野県］

小　口　美知子　（70歳）［長野県］

小　幡　　　聡　（58歳）［新潟県］

笠　原　敦　子　（61歳）［新潟県］

沓　掛　隆　義　（71歳）［富山県］

川　尻　義　典　（71歳）［石川県］

西　島　宗　和　（67歳）［石川県］

木　村　嘉　明　（60歳）［福井県］

（順不同、敬称略、令和元年5月現在）

─ 7 ─



■ 受 賞 者 略 歴

長
なが

　﨑
さき

　昭
あき

　夫
お

	 （71歳）［長野県］
長野県薬剤師会理事を歴任。松本薬剤師会専務理事、同副会長、同会長
を歴任。

小
お

　口
ぐち

　美
み

知
ち

子
こ

	 （70歳）［長野県］
長野県薬剤師会常務理事を歴任。長野県女性薬剤師会副会長、同会長を
経て、現在同顧問。

小
お

　幡
ばた

　　　聡
さとし

	 （58歳）［新潟県］
新潟県薬剤師会理事を経て、現在同副会長。新潟市薬剤師会理事、同副
会長、同会長を歴任。

笠
かさ

　原
はら

　敦
あつ

　子
こ

	 （61歳）［新潟県］
新潟県薬剤師会理事を経て、現在同常務理事。新潟県女性薬剤師会会長
を歴任。

沓
くつ

　掛
かけ

　隆
たか

　義
よし

	 （71歳）［富山県］
富山県薬剤師会理事、同常任理事を経て、現在同副会長。

川
かわ

　尻
じり

　義
よし

　典
のり

	 （71歳）［石川県］
金沢市薬剤師会理事、同専務理事を経て、現在同副会長。

西
にし

　島
じま

　宗
むね

　和
かず

	 （67歳）［石川県］
石川県薬剤師会川北支部長、同理事を歴任。

木
き

　村
むら

　嘉
よし

　明
あき

	 （60歳）［福井県］
福井県薬剤師会理事、同常務理事を歴任。
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❖シンポジウム

日時：9月22日（日）　15：10～16：40
会場：地下1階コンベンションホール

◆ 座　長：荒木　隆一（福井県薬剤師会理事）

15：10～15：25 （15分）
◇ 演題1「かかりつけ薬局にむけて　石川県薬剤師会の取り組み」
	 石川県薬剤師会  理事　　　今  庄　恵  子

15：25～15：40 （15分）
◇ 演題2「オール薬局・薬剤師による健康創造拠点化推進事業」
	 富山県薬剤師会  副会長　　永  野　康  已

15：40～15：55 （15分）
◇ 演題3「フィジカルアセスメントを活用した薬剤師職能の向上」
	 福井県薬剤師会  理事　　　有  田　　  諭

15：55～16：10 （15分）
◇ 演題4「新潟県薬剤師会の取り組み報告 
　　　　　　～在宅医療への積極的な関わりと多職種連携～」
	 新潟県薬剤師会  理事　　　吉  田　智  彰

16：10～16：25 （15分）
◇ 演題5「長野県における多職種連携・地域連携の取り組み」
	 長野県薬剤師会  専務理事　石  塚　　  豊

16：25～16：40 （15分）
◆ 総合討論

北陸信越各県における地域医療への取り組み状況
⃝テーマ
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⃝発表要旨

『かかりつけ薬局にむけて、石川県薬剤師会の取り組み』 
地域包括ケア、その中で薬剤師に出来ることは？

石川県薬剤師会  理事　今 庄　恵 子

かつてない超々高齢化社会を迎えるにあたり、この未知の状況に対応すべく全国各地域で様々な
取り組みが行われている。石川県も例外ではない、いやむしろ過疎の進む地域を持つ私たちの県は
高齢化の先進県と言っても過言ではないだろうと感じている。より良い地域包括ケアシステムの構
築に向けて、石川県及び各支部薬剤師会も色々と取り組みを実施している。その中でも、今回のシ
ンポジウムでは、しっかり服薬事業、かかりつけ薬剤師・薬局機能促進事業、薬局・薬剤師を活用
した健康情報拠点事業の推進、各地域連携協議会等への参加、ICTを活用した地域連携への取り組
み、また現在の取り組みにも少し触れられれば良いと考えている。
取り組みの中には、身体機能の低下を予防できるに越したことはないが、低下が起きた後でも、
住み慣れた地域の中で暮らしていける仕組みが必要と強く感じているものもある。また社会のマイ
ノリティーとされる方への取り組みもある。それぞれの仕組みの中で薬剤師に出来ることは、何で
あろうかと取り組んでいる。もちろん一定の成果を感じられるものもあれば、上手くいかない事案
もある。壁にぶつかりながら模索している最中、まだまだ道半ばである。上記の取り組みの数年間
の結果を取りまとめてご報告しようと思う。
そして、今回のシンポジウムで各県の取り組みを聞かせて頂き、今後の参考にしたいと考えている。

オール薬局・薬剤師による健康創造拠点化推進事業 
公益社団法人富山県薬剤師会

富山県薬剤師会  副会長　永 野　康 已

富山県薬剤師会（本会）は、県民に薬局・薬剤師の機能が理解され、地域のチーム医療の一員と
なることを目的に、薬局・薬剤師による健康創造拠点化推進事業を行っている。これまでも薬剤師
職能を県民にアピールできるよう県下各支部薬剤師会を通じて、薬剤師に参加を促してきた。その
結果、年齢性別を問わず多くの薬剤師が、本事業に賛同し積極的に参加する環境をここ数年で整え
ることができた。これらのことから、今回のシンポジウムでは「オール薬局・薬剤師」と表記した。
平成30年度は、近年の高齢化社会を見据えて、健康寿命の延伸のために重要である、要介護状
態とならないためのフレイル（虚弱）、サルコペニア（筋肉減少症）、ロコモティブシンドローム（運
動器症候群）対策等をテーマに相談会をアウトリーチ会場で開催した。また、フレイル等の講習会
を受講した薬局を「フレイル相談薬局」として本会が認定し、相談会参加者を薬局で継続してフォ
ローするシステムの構築を試みた。本事業は、セルフメディケーションの推進や必要に応じた受診
勧奨を行うとともに、かかりつけ薬局・薬剤師の周知につながるものと考えている。また、昨年度
のアウトリーチ事業である肺の健康をテーマにした、肺年齢測定と健康相談も継続事業として実施
しており、全国健康保険協会富山支部の協力の下、事業所で生活習慣改善（禁煙）支援活動も継続
している。
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フィジカルアセスメントを活用した薬剤師職能の向上

福井県薬剤師会  理事　有 田　　 諭

高齢化や在宅医療の普及・発展、疾病構造の変化や医療の高度化等、医療を取り巻く状況や背景
の変化から、薬剤師にはこれまで以上に地域医療や在宅医療の現場でよりきめ細やかな薬学的管理
を行うことが求められており、他職種にその情報を提供することで、患者状況を多角的に共有し様々
な職種と連携してより質の高い医療を実現していくことが期待されています。
そこで、福井県薬剤師会在宅医療委員会では、患者の薬物治療の効果と副作用の発現を客観的
に評価するための手法としてフィジカルアセスメント（以下PA）に注目し、会員への普及を目指
しました。PAのスキル習得にはフィジカルアセスメントモデル “フィジコ（Physiko）” を使用し、
日薬作成の「薬剤師が身につけておきたいフィジカルアセスメント」運営マニュアルに沿った研修
を、県内各地域7カ所で計10回実施しています。その際、実技演習に関しては、①正しい技術を習
得して正確に伝えることがとても重要であり、質の保障から、②現場での薬剤師によるPAを定着
させていく取り組みも兼ねて、③各地域での在宅に関わる多職種連携を図るため、各地域の医師や
看護師等の講師を各回お招きしました。
PA自体は6年生の薬学教育の中では既に実施されていますが、実際には患者さんの特徴や生活
リズムや環境等と複合的に判断し、活用していくことが望まれます。参加者同士でのディスカッショ
ンなども通して、より質の高い在宅医療を提供できる環境整備に貢献できると考えますし、今後は、
実践例でのPA活用報告が期待されます。

新潟県薬剤師会の取り組み報告 
─ 在宅医療への積極的な関わりと多職種連携 ─

新潟県薬剤師会  理事　吉 田　智 彰

新潟県の医薬分業率は全国3位と高い。薬局数はほぼ充足しており、薬局の在宅訪問の件数は伸
びつつある。一方、業務は処方箋調剤に偏りがちであるという課題も未だにある。
患者のための薬局ビジョンでは、薬学的管理や在宅対応など患者本位の医薬分業を目指すことが
示されている。
そこで、当会では薬剤師が在宅医療に積極的に関わるよう働きかけを行う取り組みとして、患者
の服薬状況を把握するための薬局薬剤師による「なじらね訪問」や、患者の生活から薬学的アセス
メントを行うための薬剤師のスキルアップ研修会の開催等を行ってきた。
また、地域の医療・介護に関わる多職種と薬剤師との連携を推進するため、ケアマネジャー等の
多職種へ訪問薬剤管理指導について知っていただくための「おくすり相談会」の開催や市町村が開
催する地域ケア個別会議等へ参画する等、環境の整備を図ってきた。
今後、地域医療における薬剤師・薬局には、地域の状況に応じた対応が求められる。地域の薬剤
師会や薬剤師一人一人はそれぞれの地域のニーズを把握した上で、患者支援や地域医療への貢献、
多職種との積極的な連携を図っていく必要があり、当会としての支援策の検討が望まれる。
シンポジウムでは当会の取り組みについて話題提供し、他県の取り組みを参考に今後の薬剤師に
必要となる知識やスキルや薬剤師の地域医療への関わりについて考えたい。
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長野県における多職種連携・地域連携の取り組み

長野県薬剤師会  専務理事　石 塚　 　豊

全国の市町村・各地域で地域包括ケアシステムの構築が急がれ、それに向けて様々な活動が行わ
れています。その内容は各地域にある資源やニーズ、環境によっても異なり、多岐にわたっています。
長野県内においても市街地、中山間地、無薬局地域等と生活環境は様々であり、必ずしも国が目
指す「地域で適正な薬物療法並びに疾病予防・健康増進などの健康サポートを受けられる仕組みづ
くり」がどの地域にも当てはまるとは言えない状況にあります。これは地域で活躍するかかりつけ
薬剤師・薬局も同じであり、各地域で様々な活動が求められています。
そこで本会では、行政や各種関係団体と連携を図りながら、各地域での他職種連携をサポートす
ると同時に、その活動を全県で情報共有し、地域の医療提供体制にかかりつけ薬剤師・薬局として
更に貢献することを目指し、医療機関等多職種との連携強化と健康サポートを受けられる仕組みづ
くりを推進し、地域の実情やニーズを踏まえ、薬局窓口だからできること、地域住民にとってプラ
スになることも積極的に取り組んできました。
具体的には、長野県が展開している「信州ACEプロジェクト」の一環として「測ろう血圧！受
けよう健診・歯科チェック！」「無薬局地域等におけるお薬健康教室」「多職種連携ワールドカフェ」
等の事業で様々な資材を提供し、地域や多職と連携を図りながら実施してきましたので、その活動
と各地域の連携状況について紹介したいと思います。
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❖特別講演

福井商工会議所　地下1階　国際ホール　（サテライト会場：2階　会議室A＆B）
令和元年9月22日（日）　16：50～17：50

◆ 座　長：角野　雅之（福井県薬剤師会会長）

◆ 講　師：福井大学医学部附属病院 救急科総合診療部
　　　　　　　教授　林

はやし

　 　寛
ひろ

 之
ゆき

 先生

薬局での救急トリアージTips＆Pitfalls⃝演 題

⃝講師プロフィール
略 歴
1986年　	 自治医科大学卒業
1986～1988年	 福井県立病院初期研修
1988～1991年	 町立織田病院外科
1991～1993年	 カナダ　トロント総合病院救急部にて

臨床研修
1993～1994年	 福井県若狭成人病センター
1994～1997年	 美浜町東部診療所所長
1997～2011年	 福井県立病院 救命救急センター 科長

（2001年～）
2011年4月～	 現職

資 格
カナダ医師免許 LMCC： Licentiate of Medical Council 
of Canada
日本救急医学会専門医・指導医、日本プライマリ・ケア
連合学会認定指導医、日本外傷学会専門医
京都府立医科大学客員教授
産業医科大学非常勤講師

コメント
育児休暇を3ヶ月取得したのが、人生を支えるエネル
ギー。ハリセン片手に、研修医にためぐち聞かれなが
ら指導する毎日。
出る杭は引っこ抜くを合言葉に、目指すは明るく楽し
い救急総合診療部！
趣味は子育てと言ったら、妻に子育ては趣味でするな、
真剣にやれと言われたテレビ出演はNHKのみ。座右
の銘は“Happy-go-lucky”

著 書
• �林寛之. ステップビヨンドレジデント　1～7�
羊土社　2006～2018　（1～4は韓国語版もあり）�
ステップビヨンドレジデント①は2018改訂版出版
• �林寛之. Dr.林の笑劇的救急問答DVD�
ケアネット season 1～14　2005～2018
• �林寛之. Dr林の当直裏御法度（第2版）�
三輪書店　2018
• �Dr.林&今の 外来でも病棟でもバリバリ役立つ！�
救急・急変対応 メディカ出版 2017
• �林寛之. 大西弘高. イナダ（研修医）も学べばブリ�
（指導医）になる：現場のプロと臨床推論のプロが�
教える診断能力アップ術. 南山堂 2017
• �林寛之編　あなたも名医！ もう困らない救急・当
直 ver.3 日本医事新報　2017
• �林寛之.　前田重信. Dr.林のワクワク救急トリアージ：
臨床推論の1st step！ メディカ出版 2014
• �寺澤秀一,林寛之他　研修医当直御法度　第6版�
三輪書店　2016
• �林寛之. 医者でも間違える病気・ケガ・薬の新常識�
角川書店　2014
• �林 寛之, 堀 美智子. Dr.林&Ph.堀の危ない症候を�
見分ける臨床判断Part 2 じほう　2017
• �林 寛之, 堀 美智子. Dr.林&Ph.堀の危ない症候を見
分ける臨床判断 じほう　2015
• �林寛之.　Dr.林のERの裏技　CBR　2009
• �NHK「プロフェッショナル」（2013）�
ドクターG（2010～2018）…出演はNHKのみ

など

受賞歴
• 田坂賞（日本プライマリ・ケア連合学会）　2015
• 救急功労者厚生労働大臣賞　2017
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⃝講演要旨
救急外来には歩いて受診する患者さんの中の0.2～0.7%はとんでもない重症患者さんがまぎれて
います。歩けるものだからつい本人も比較的軽症と思ってしまうのが、医療者も誤診の温床となっ
てしまいます。こんな患者さんが自己判断で薬局を訪れることもあるでしょう。
薬剤師による臨床推論が、そんな患者さんの救急受診を促してくれることで患者さんの命を救う
ことができるようになります。実臨床ではとんでもなく珍しい病気はそんなに多くなく、比較的よ
くある怖い疾患が非典型症状を訴えて来院することの方が多いです。
胸痛を訴えれば、心筋梗塞を疑うのは難しくないですが、1/3～1/4の患者さんは胸痛を訴えません。
特に女性の心筋梗塞の43%は胸痛がなく、その場合の非典型症状としては、嘔気・嘔吐、息切れ、
全身倦怠、そして放散痛（胃痛、頑固な肩こり、のどの痛み）が多いのです。85歳以上の心筋梗塞は、
むしろ胸痛よりも息切れの訴えの方が多く、これは心不全によるものですが、高齢者は体調が悪い
とすぐ「風邪ひいた」と訴えるので、患者さんの話を素直に信じてはいけません。
頭痛に関しても重症例はたったの1～5%しかありません。したがって鎮痛薬で済ませられるこ
とが多いのも事実ですが、稀ながら怖い疾患である可能性を聞き出すのは窓口の薬剤師さんにしか
できません。来院時には痛みが引いてしまっている場合もありますので、発症時の痛みの程度、発
症時に何をしていたかということを、ありありと再現フィルムを作るかのように聞いて臨床推論を
進めていく必要があります。頭痛を感じてから痛みのピークになるまでが1時間以上かかっている
場合は、くも膜下出血の可能性はかなり低くなるので安心して鎮痛薬を処方することは可能でしょ
う。一方、頭痛の発症時間が明確で、痛みのせいで今までの作業ができなくなった場合は、たとえ
来院時に痛みが引いていたとしてもCTでの精査が必要になります。
その他大動脈解離やいわゆる風邪に関する落とし穴についてお話しします。もう少し突っ込んだ
攻める病歴聴取・診断推論を学んで日常の診療に役立てていただけましたら幸甚です。
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1　アトラクション	 仁愛大学 和太鼓「仁」

2　開会

3　開会挨拶

4　来賓挨拶

5　乾杯

6　開宴

7　中締め

8　閉会

❖懇親会次第

福井商工会議所　地下1階　コンベンションホール
令和元年9月22日（日）　18：00～20：00

仁愛大学 和太鼓「仁」　紹介

みなさんこんにちは！
仁愛大学 和太鼓 仁です。
仁は、私たちで14代目となる部活動です。
越前市を中心として、様々なイベントや介護施設などで演奏しています。
普段は、月水金の週3回、『一打入魂』をモットーに日々練習に励んでいます。
本日は、皆様に最後まで楽しんでいただけるよう、精一杯演奏します。
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❖ブロック会長会議

福井商工会議所　6階　特別会議室
令和元年9月22日（日）　20：15～21：30

❖ブロック女性薬剤師会会議

福井商工会議所　地下1階　国際ホール
令和元年9月22日（日）　20：15～21：30

❖ブロック若手薬剤師交流会

福井商工会議所　8階　SORAOTO（ソラオト）
令和元年9月22日（日）　20：15～21：30
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❖第 52 回北陸信越薬剤師学術大会（分科会）
　タイムスケジュール

福井商工会議所
令和元年9月23日（月・祝）　9：00～12：00

時　間

口頭発表 ポスター発表

第1会場 第2会場 第3会場 第4会場 第5会場

地下1階
コンベンション
ホール

地下1階
国際ホール

2階
会議室A&B

2階
会議室D

2階
会議室E

  8:30−  9:00 発表者受付・スライド受付 発表者受付・
ポスター貼付

  9:00−  9:15 O1−1 O2−1 O3−1

P4−1
〜

P4−14
供覧

P5−1
〜

P5−14
供覧

  9:15−  9:30 O1−2 O2−2 O3−2

  9:30−  9:45 O1−3 O2−3 O3−3

  9:45−10:00 O1−4 O2−4 O3−4

10:00−10:15 O1−5 O3−5

10:15−10:45 休　憩 示説・質疑応答

10:45−11:00 O1−6 O2−5 O3−6

P4−1
〜

P4−14
供覧

P5−1
〜

P5−14
供覧

11:00−11:15 O1−7 O2−6 O3−7

11:15−11:30 O1−8 O2−7 O3−8

11:30−11:45 O1−9 O2−8 O3−9

11:45−12:00 O1−10 O2−9 O3−10

12:00−12:30 会場整理 ポスター撤去・
会場整理
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【シンポジウム】
①　シンポジストの先生方は、当日14：00までに来賓受付にお越しください。
②　事前に発表データをいただくこととなっていますが、当日も念のためUSBメモリでデータをご持参ください。
③　シンポジストの発表時間は各15分となります。全てのシンポジストの発表の後、シンポジスト全員が壇上にな
らび、討論を行います。座長の指示に従い、円滑な進行にご協力ください。
④　演台に用意されたパソコンには、デスクトップ上にデータが保存されていますので、発表の際には、ご自身に
て操作をお願いいたします。
⑤　当日会場にて用意するパソコンは、OSがWindows 10で、プレゼンテーションソフトはMS Power Point 2019
となります。
⑥　発表データ作成時のフォントはWindows OS 標準のもののみご使用ください。標準以外のフォントを使用し
た場合、文字・段落のずれ、文字化け等のトラブルが発生する可能性があります。
⑦　グラフ等リンクデータがある場合は、必ず元データを一緒に保存して1つのフォルダにまとめてコピーしてく
ださい。
⑧　発表データの音声出力は行えません。また、発表スライドでアニメーション機能以外の動画データの使用は�
ご遠慮ください。
⑨　パソコン内の発表データは、主催者側にて責任を持って消去いたします。

【口頭発表】
①　当日、各発表会場前にて必ず発表者受付をお済ませください。前半の発表者は8：30までに、後半の発表者は
11：00までに受付をお済ませください。発表開始の10分前までに各会場内の「次演者席」にご着席ください。
②　発表データは、以下の日時で受付しています。USBメモリに保存の上、ご持参ください。
　　・前日（9/22）　１階ロビー　　13：00～18：00
　　・当日（9/23）　各発表会場前　前半発表者 8：00～8：30　後半発表者 8：00～10：00
③　発表時間は10分、質疑応答3分で行います。画像枚数に制限はございませんが、発表時間内に終了いたします
ようお願いします。また、座長の指示に従い、円滑な進行にご協力をお願いいたします。発表時間を過ぎても発表
されている場合は、座長の判断により途中で発表を打ち切らせていただくことがあります。
③　発表時間9分経過でベル1回、10分経過でベル2回を鳴らします。質疑応答3分（3分でベル1回）を鳴らします。
④　演台に用意されたパソコンには、デスクトップ上にデータが保存されていますので、発表の際には、ご自身に
て操作をお願いいたします。
⑤　当日会場にて用意するパソコンは、OSがWindows 10で、プレゼンテーションソフトはMS Power Point 2019
となります。
⑥　発表データ作成時のフォントはWindows OS 標準のもののみご使用ください。標準以外のフォントを使用し
た場合、文字・段落のずれ、文字化け等のトラブルが発生する可能性があります。
⑦　グラフ等リンクデータがある場合は、必ず元データを一緒に保存して1つのフォルダにまとめてコピーしてく
ださい。
⑧　発表データの音声出力は行えません。また、発表スライドでアニメーション機能以外の動画データの使用は�
ご遠慮ください。
⑨　パソコン内の発表データは、主催者側にて責任を持って消去いたします。

【ポスター発表】
①　当日、各発表会場前にて必ず発表者受付をお済ませください。発表者は10：00までに受付をお済ませください。
②　ポスター発表のスケジュールは、以下のとおりです。演台番号を確認後、押しピンをお渡ししますので、指定さ
れた演題番号のボードにポスターを掲示してください。ポスターの貼付方法は押しピンのみとします。ノリやテー
プ等の使用はできません。
　　＜ポスター発表スケジュール＞
　　　　貼付時間　　9/22　13：00～18：00　　　　　9/23　8：00～8：45
　　　　閲覧時間　　9/23　９：00～12：00
　　　　示説時間　　9/23　10：15～10：45 （30分間）
　　　　撤去時間　　9/23　12：00～12：30
　　　　※�撤去時間を過ぎても残っているポスターにつきましては主催者側にて撤去・処分いたしますので予め�

ご了承ください。
③　ポスターを掲示するボードのサイズは、横120㎝×縦105㎝です。また、ポスター掲示エリアの上部に横90㎝×
縦21㎝の演題表示部分がありますので、表示する演題は、発表者が作成の上、お持ちください。演題番号は主催者
側にて準備いたします。
④　ポスターサイズ内に収まる大きさのものであれば、様式は問いません。
⑤　会場にはプリンターやパソコン等を準備していないので、原稿は必ず紙で出力したものをお持ちください。

発表（シンポジウム、口頭、ポスター）に関するご案内
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演題番号 時　間 　　　　　演　　　　題	 （所属）　　　　発  表  者

O1−1 9:00−9:15
金沢市基幹病院（独立行政法人国立病院機構 金沢医療センター）との
疑義照会事前合意プロトコル導入と運用の経緯について
	 （石川県）一般社団法人金沢市薬剤師会　坂 野 由 宇 希

O1−2 9:15−9:30
地域医療圏での疑義照会標準化を目指して
	 （富山県）高岡市民病院 薬剤部　麻 生 美 佐 子

O1−3 9:30−9:45
信州大学医学部附属病院との吸入指導連携を実施して
	 （長野県）長野県薬剤師会会営薬局　土 屋 由 美 子

O1−4 9:45−10:00
新潟県における薬薬連携の取り組み	
　　〜実態調査結果と統一様式を用いた情報共有の推進〜
	 （新潟県）公益社団法人新潟県薬剤師会　長 澤 　 貴 明

O1−5 10:00−10:15
患者の自己注射を支援する『インスリン自己注射単位確認表』作成と	
公開までの経緯　〜院内から地域へ、そして全国への発信〜
	 （長野県）市立大町総合病院 診療技術部薬剤科　深 井 　 康 臣

＜　休　憩　＞

O1−6 10:45−11:00
がん薬薬連携の取り組みから生まれた皮膚外用指導ツールの	
有用性の評価
	 （長野県）長野県薬剤師会会営薬局　小 林 　 寛 美

O1−7 11:00−11:15
終末期がん患者の薬剤使用量・疼痛スコア・副作用を	
ICTで共有した事例
	（新潟県）有限会社ホウライ いちご薬局下門前 在宅課　樋 口 　 大 河

O1−8 11:15−11:30
処方医との連携による8週を超えるPPIの適正使用の検討
	 （福井県）株式会社かつき薬局　吉 森 　 　 恵

O1−9 11:30−11:45
服用薬剤調整支援料を意識した減薬への取り組み
	 （新潟県）株式会社メディック太陽 メッツ嵐南薬局　有 本 　 晃 世

O1−10 11:45−12:00
主要医薬品集の意義
	 （石川県）石川県女性薬剤師会　金 田 　 孝 子

地下1階コンベンションホール
司会・責任者：高　嶋　孝次郎

座長：荒　木　隆　一（演題1－1 ～ 1－5）
座長：森　　　富　男（演題1－6 ～ 1－10）

第1会場
（口頭発表）
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演題番号 時　間 　　　　　演　　　　題	 （所属）　　　　発  表  者

O2−1 9:00−9:15
認知症が疑われる患者の早期発見と薬局からの受診勧奨、地域連携に
ついて

（富山県）チューリップ調剤株式会社　竹 内 　 竜 大

O2−2 9:15−9:30
認知症患者に対するテレフォン服薬サポート®の効果

（富山県）株式会社アモール　四 反 田 耕 司

O2−3 9:30−9:45
認知症カフェに薬剤師が参画する意義と今後の課題

（福井県）木村薬局 永平寺町ほほえみグループ　木 村 　 嘉 明

O2−4 9:45−10:00
サービス付き高齢者向け住宅において、カレンダーを用いた薬剤管理
を提案したことで職員の負担を軽減した事例

（石川県）太平寺らいふ薬局　草 場 　 大 作

＜　休　憩　＞

O2−5 10:45−11:00
電動針なしステープラーの効果測定

（石川県）穴水あおば薬局 株式会社リーチハイアー　岡 田 　 政 彦

O2−6 11:00−11:15
富山県におけるインシデントレポート収集・クレーム対応事例の活用
	 （富山県）（公社）富山県薬剤師会医療安全委員会　青 塚 　 保 志

O2−7 11:15−11:30
一包化監査支援システム導入による薬局業務の変化

（新潟県）株式会社市民調剤薬局石山中央薬局　中 沢 　 一 禎

O2−8 11:30−11:45
配薬アシストシステムの構築と運用

（長野県）医療法人公生会竹重病院　藤 本 　 道 夫

O2−9 11:45−12:00
地域医療情報連携システムと電子お薬手帳

（長野県）飯田下伊那薬剤師会会営やまなみ薬局　原 　 　 隆 徳

地下1階国際ホール
司会・責任者：鳴　瀬　みどり

座長：武　長　秀　樹（演題2－1 ～ 2－4）
座長：有　田　　　諭（演題2－5 ～ 2－9）

第2会場
（口頭発表）
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演題番号 時　間 　　　　　演　　　　題	 （所属）　　　　発  表  者

O3−1 9:00−9:15
ウォーキングモニターを利用した「健康寿命延伸に向けた健康サポート事業」
	 （福井県）（一社）福井県薬剤師会職能対策委員会　上 原 　 　 敏

O3−2 9:15−9:30
学校環境衛生検査完全実施への取り組み	
　　−金沢市教育委員会補助事業受託を通して−
	 （石川県）一般社団法人金沢市薬剤師会　村 田 世 里 子

O3−3 9:30−9:45
学校環境衛生検査の考察　−教室の配置−
	 （富山県）富山県学校薬剤師会　宮 林 　 紀 子

O3−4 9:45−10:00
糞便性大腸菌群数を指標としたこども園の砂場および校庭の管理
	 （長野県）長野市学校薬剤師会　井 原 む つ こ

O3−5 10:00−10:15
受入薬局学生発表会から見える実務実習の現状と問題点
	 （石川県）公益社団法人石川県薬剤師会実務実習委員会　北 山 　 朱 美

＜　休　憩　＞

O3−6 10:45−11:00
福井県におけるノロウイルスの検出状況
	（福井県）福井県衛生環境研究センター 保健衛生部　　　　　　　　
	 細菌・ウイルス研究グループ　酒 井 　 妙 子

O3−7 11:00−11:15
臭素系難燃剤ポリブロモジフェニルエーテル類の石川県内環境中分布
調査について
	 （石川県）石川県保健環境センター　安 田 　 和 弘

O3−8 11:15−11:30
スタチン投与の実態　～ポリファーマシーの視点で～
	 （福井県）社会福祉法人恩賜財団済生会支部　　　　　　　　
	 福井県済生会病院 薬剤部　齋 藤 　 佑 輔

O3−9 11:30−11:45
富山県青年薬剤師会活動報告
	 （富山県）富山県青年薬剤師会　炭 岡 　 孝 志

O3−10 11:45−12:00
伊那中央病院における薬剤師増員の成果と働き方改革
	 （長野県）伊那中央行政組合 伊那中央病院　伊 藤 　 陽 一

2階会議室A＆B
司会・責任者：清　水　孝　次

座長：梅　田　文　人（演題3－1 ～ 3－5）
座長：水　上　弘　樹（演題3－6 ～ 3－10）

第3会場
（口頭発表）
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演題番号 　　　　　演　　　　題	 （所属）　　　　発  表  者

P4−1
検査値情報活用への薬局薬剤師の取り組み
	 （富山県）たんぽぽ薬局泊店　畠 山 　 規 明

P4−2
検査値記載処方箋の受け入れ状況から見えてきたこと
	 （長野県）（一社）長野市薬剤師会医薬分業推進支援センター長野薬局　宮 川 　 貴 之

P4−3
当院における睡眠薬の適正使用への取り組み
	 （石川県）石川県立中央病院 薬剤部　森 　 　 京 子

P4−4
抗菌薬適正使用と風疹ワクチン接種に関するアンケートからみえてくる課題
	 （福井県）（一社）福井県薬剤師会女性薬剤師委員会　林 　 　 博 子

P4−5
調剤過誤撲滅へ　〜監査装置の特徴・効果と限界〜
	 （富山県）チューリップ調剤株式会社 リスク委員会　野 邊 　 幸 介

P4−6
ビスホスホネート製剤服用患者のイベントモニタリング
	 （石川県）羽咋菜の花薬局　村 上 　 顕 弘

P4−7
適正な家庭血圧測定の理解度調査
	 （福井県）鯖江らいふ薬局　山 田 　 卓 也

P4−8
色相環を利用した点眼時間表の工夫
　　〜患者に「より解り易く！ より見易く！」を求めて〜
	 （長野県）市立大町総合病院 診療技術部薬剤科　田 中 あ き ほ

P4−9
睡眠薬の服薬指導を考える　−睡眠薬とアルコールの併用−
	 （長野県）長野県女性薬剤師会 上田支部　佐 藤 　 晴 美

P4−10
患者に対するお薬手帳の認識調査
	 （新潟県）第2太平薬局　永 高 　 　 幸

P4−11
当院における抗菌薬適正使用支援の現状と課題
	 （富山県）富山県済生会富山病院　芝 田 　 和 輝

P4−12
リファンピシン服用開始後に疼痛コントロール不良となった症例に対し	
オピオイドスイッチングが奏功した1例
	 （福井県）福井県立病院薬剤部　清 水 　 寛 将

P4−13
薬局における健康相談事業の展開
	 （石川県）公益社団法人石川県薬剤師会健康情報拠点事業委員会　綿 谷 　 敏 彦

P4−14
経口補水液の製品認知度と用途の理解度の差について
	 （新潟県）株式会社メディック太陽メッツ太陽薬局　東 川 ひ と み

第4会場
（ポスター発表）

2階会議室D
責任者：福　岡　美　紀

［閲覧時間］9：00〜12：00　［示説時間］10：15〜10：45
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演題番号 　　　　　演　　　　題	 （所属）　　　　発  表  者

P5−1 末期がん患者の在宅医療における注射薬調剤と薬局薬剤師の関わりについて
	 （新潟県）長岡市薬剤師会在宅医療・介護委員会　植 木 　 淳 一

P5−2 薬剤師が訪問診療に同席することでオピオイド投与経路変更に貢献できた症例
	 （石川県）らいふ薬局　丸 一 　 泰 雅

P5−3 パーキンソン病専門施設と薬剤師の関わり第1報　〜薬剤師が取り組むべき課題〜
	 （石川県）てまり古府薬局　庄 源 　 民 湖

P5−4
薬薬連携強化のためのパーキンソン病に関する研修会を開催して	
　　〜いしかわ神経難病薬薬連携研究会〜
	 （石川県）とくひさ中央薬局　小 林 　 星 太

P5−5
高岡市における医・歯・薬連携	
　　〜ビスホスホネート製剤の顎骨壊死防止に向けての取り組み〜
	 （富山県）高岡市薬剤師会　飴 谷 　 伸 貴

P5−6
長野県薬剤師会における在宅医療支援に向けた取り組み	
　　〜在宅に行こう、行ってどうするガイドブック バージョンアップ報告〜
	 （長野県）長野県薬剤師会介護保険委員会　山 田 　 喜 美

P5−7 国体期間中の保険薬局・病院でのアンチ・ドーピング相談対応状況
	 （福井県）（一社）福井県薬剤師会アンチ・ドーピング委員会　中 島 　 優 太

P5−8 運動会！！ 秋に実施しませんか？
	 （富山県）富山市学校薬剤師会　蔵 本 　 淳 司

P5−9 禁煙啓発の取り組み　〜肺年齢測定〜
	（福井県）福井県済生会病院 （一社）福井県薬剤師会セルフメディケーション委員会　堀 田 　 栄 治

P5−10 調剤薬局における衛生管理等に関する調査研究
	 （石川県）アカンサス薬局　松 下 ゆ つ き

P5−11
介護施設内における消毒薬および感染制御に関する薬学的・衛生学的知見を	
基とした調査研究
	 （新潟県）株式会社エヌ・エム・アイ米山薬局　内 山 　 　 凌

P5−12 薬局での特定健診受診率向上のための取り組みについて
	 （富山県）公益社団法人富山県薬剤師会　林 　 三 千 彦

P5−13 分包機の分解点検、部品洗浄整備からの考察
	 （石川県）ひなどり薬局　坂 野 由 宇 希

P5−14
薬剤師が出来る自殺予防への関わり	
　　〜一般市民を対象とした過量服薬に対する意識調査からの一考察〜
	 （新潟県）一般社団法人新潟市薬剤師会薬局業務委員会自殺予防対策班　斎 藤 　 大 幸

第5会場
（ポスター発表）

2階会議室E
責任者：米　島　貴　夢

［閲覧時間］9：00〜12：00　［示説時間］10：15〜10：45
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第59回北陸信越薬剤師大会

第52回北陸信越薬剤師学術大会

役 員 名 簿

大　会　会　長 福井県薬剤師会　 角　野　雅　之

大 会 副 会 長 長野県薬剤師会 日　野　寛　明
富山県薬剤師会 西　尾　公　秀
新潟県薬剤師会 佐　藤　宏　之
石川県薬剤師会 中　森　慶　滋

大会スタッフ 高　嶋　孝次郎 中　静　美　紀 森　中　裕　信
平　賀　貴　志 岩　﨑　満　子 清　水　孝　次
篠　田　秀　幸 福　岡　美　紀 鳴　瀬　みどり
村　瀬　英　樹 米　島　貴　夢 久　保　茂　美
山　内　辰　朗 有　田　　　諭 水　上　弘　樹
武　長　秀　樹 森　　　富　男 山　岸　　　浩
荒　木　隆　一 角　野　紀美恵 五十嵐　恵　美
落　谷　　　豊 久　米　修　子 八　木　順　子
伊　藤　　　愛 大　元　真　澄 大　西　香　織
天　野　真里奈 福　島　紀美江 橋　本　恵　美
平　田　哲　之 藤　井　　　豊 上　原　　　敏
水戸守　淳　也 佐々木　一　友 京　盛　節　子
米　林　悦　子 下　山　真樹子 青　山　睦　美
伊　井　秀　之 山　﨑　純　子 有　塚　琴　美
吉　田　理　絵 中　島　優　太 神　田　啓　資
堀　　　和　子 野　田　　　学 五十嵐　久　美
村　瀬　仁　美 広　田　祥　恵 大久保　小百里
笹　川　智　洋 谷　川　利　江 佐々木　富　代
山　本　由嘉里 山　下　　　泉 常　廣　玲　央
青　山　早　美 井　上　真　菜 宮　永　直　美
山　岸　眞　柚 坂　下　可那子 本　田　仁　美
坂　谷　英　亨 嶋　田　千　穂 服　部　はるか
山　口　洋　枝 有　田　奈　美 西　能　元　美
秋　野　由紀子 松　陰　光　代 水　上　真　紀
山　　　真由美 矢　野　七　恵 古　俵　美　穂
山　瀬　美　香 山　﨑　祐美子 三田村　隆　彦
本　多　夕　子 金　森　菜　帆

（順不同、敬称略）
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協賛企業・団体ご芳名

広告掲載
武田薬品工業株式会社

テイカ製薬株式会社

福井ネット株式会社

アステラス製薬株式会社

エーザイ株式会社

グラクソ・スミスクライン株式会社

健栄製薬株式会社

出展企業
一般社団法人 安全医療システム研究所

株式会社エムティーアイ

株式会社クカメディカル

株式会社タカゾノ

ハイブリッジ株式会社

PHCメディコムネットワークス株式会社

明祥システム株式会社

株式会社メルシー

株式会社ユヤマ

小林化工株式会社

塩野義製薬株式会社

第一三共株式会社

大正製薬株式会社

日東メディック株式会社

持田製薬株式会社

（五十音順）
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2019年4月作成

A5  1/2  90mm×120mm  枠  1C

※効能・効果、用法・用量、禁忌を含む
　使用上の注意等については、
　製品添付文書をご参照ください。

®登録商標



富 山 県 富 山 市 八 尾 町 保 内 1 - 1 4 - 1

製　造
販売元

2019年1月作成

資料請求先
日東メディック株式会社 おくすり相談窓口
〒104-0033 東京都中央区新川 1-17-24

効能・効果、用法・用量、禁忌を含む
使用上の注意など詳細は、添付文書をご参照ください。

100g
ボトル

200g
ボトル

サイズ：高さ160mm×底面41mm サイズ：高さ144mm×底面70mm

新発売

血行促進・皮膚保湿剤

ヘパリン類似物質スプレー

類似物質

Heparinoid  Foam Spray 0.3%「NITTO」
外用泡状スプレー0.3%「ニットー」

薬価基準収載

ヘパリン泡スプレーA5雑誌広告



第 59 回 北 陸 信 越 薬 剤 師 大 会
第 52 回北陸信越薬剤師学術大会

令和元年 9月 発行

講 演 要 旨 集

編集・発行	 一般社団法人福井県薬剤師会
	 　　会長　　角 野　雅 之

〒910-0026
　福井県福井市光陽4丁目11番22号
ＴＥＬ：0776−26−1453
ＦＡＸ：0776−27−4077
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